
市民意見聴取会アンケート
（参加いただけなかった方）

令和８年１１月

枚方市 市駅周辺まち活性化部



市民アンケート結果（概要）

枚方市では、令和3年3月に「枚方市駅周辺再整備基本計画」を策定（令和５年６月一部改訂）し、枚方市駅周辺の再
整備の具体化を図るための取組を進めています。

令和８年６月に市民が枚方市駅周辺のまちづくりに何を期待し、どのような価値観を重視しているのかを把握し、今
後の検討に活かすため、アンケート調査を実施し、８月下旬に、アンケート結果の背景にある市民ニーズをより深く把
握するために、市民意見聴取会を実施しました。

市民意見聴取会にご参加いただけなかった方向けに、市からの説明動画を配信し、インターネットアンケート等によ
る意見を募集しました。

調査の目的

調査の実施要領

・調査期間 ： 令和８年８月21日（金）～9月４日（金）の15日間

※市民意見聴取会は、8月21日14時・19時、23日14時、27日14時・19時、29日19時で実施

・調査方法 ： インターネットアンケートおよび調査票による回答

・調査内容 ：１） 市民意見聴取会に参加しなかった理由

２) 10年後、20年後の駅周辺に望む姿

  ３) まちづくりで重要だと思うこと

４） 自由意見
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【設問１】 不参加の理由

■傾向
・「開催されることを知らなかった」、「日程や時間が合わなかった」の回答を多数いただいた。
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２７名 N＝28件
※複数選択可
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日程や時間が合わなかった

開催場所への移動が難しかった

開催されることを知らなかった

まちづくりの内容について、あまり関心がなかった

その他

選択数 (件)

不参加の理由



【設問２】 10年後、20年後の駅周辺が、どんな場所になっていたら嬉しいですか （２つ選択）

■傾向
・「②みどり」 「⑥行政機能」が上位
・「③にぎわい」のニーズも比較的高い
・「④ビジネス」「⑤住まい」のニーズは低い
・概ね市民アンケート結果（6月実施）と同様の結果となった。 3

２７名 N＝54件
※２つ選択
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①子どもの成長を育む場所

②豊かなみどりと調和した、心と身体が健やかになれる場所

③たくさんの人が交流し、にぎわいを感じる開かれた場所

④挑戦とビジネスが生まれる場所

⑤便利で快適な住まいが集まる場所

⑥市民生活を支える場所

⑦学びを深め、市民活動を支える場所

⑧その他

選択数 (件)

問１：重視する場所



【設問２】 10年後、20年後の駅周辺が、どんな場所になっていたら嬉しいですか （２つ選択）
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選択肢 主な選んだ理由 具体的な施設

①子どもの成長を育む
場所

• 駅前も子どもがイキイキと過ごす姿が見える場所になると、「子育てのま
ち枚方」のイメージがアップするのではないか。枚方育ちの子ども達が
将来「枚方で育ってよかった」と思ってもらえるまち（駅前）になってほし
い。

• 子供は国の宝。

• 子どもがのびのび遊べる場所。子どもが友達と遊びたいと思える場所。
子どもが質の高い学びを得られる場所。子育て世代向けの住宅

• プラネタリウム。

②豊かなみどりと調和
した、心と身体が健やか
になれる場所

• 駅前に、緑豊かで開かれた公園があることで通るだけでリラックスする。
• 他市から来たい、住みたいと思えるような場所にしてほしい。

• 今の公園規模を少し拡大して、市民が自由に使える無料のイベントス
テージ、雨や日よけにもなり、ベンチを備えた大小の東屋。

• グラングリーン大阪や、てんしば広場みたいな施設。

③たくさんの人が交流
し、にぎわいを感じる開
かれた場所

• 枚方市の玄関口として、市民の活力やエネルギーを体現する意味合いで、
駅前の賑わいは大事。色々な人々が色々な活動を表現できる場所とし
てのニッペパーク岡東中央のような公園は残してほしい

• 子供から大人までが過ごせて楽しいイベントがあれば嬉しい為

• 駅前で現状のように市民がイベント利用できる公園。滋賀県竜王町にあ
るドラゴンヘッドのような半屋外で雨天時にもイベント開催が可能とな
る屋根。

• オクトーバーフェスなどのイベントが出来るスペース。門真市に新しく出
来た図書館。緑に囲まれたペット可のカフェ。

④挑戦とビジネスが生
まれる場所

• 人口減少社会に生き残るためには、新たな税収の確保として法人拠点
を生み出すことが必要。

• TSUTAYAみたいに「枚方発祥」の企業やサービス、ものづくりを生み
出せる環境をつくることが、将来の発展や枚方への再投資（T-siteみた
いな）につながる。枚方育ちの子どもが大人になっても枚方で、新しい挑
戦ができ、活躍できる場所が出来たら良い。

• 産業誘致等
• スタートアップ、起業支援、チャレンジショップ。

⑤便利で快適な住まい
が集まる場所

• 地価が高いことや中心市街地であるからこそ、そうした建物を配置する
ことで、人口減少や財源確保に寄与する必要がある。

• 民間提案により付加価値が高い施設となるようにすれば良い。

⑥市民生活を支える場
所

• 市の顔と言える駅前に市役所機能を集中させることで、市民の賑わいや
人流を集中させ、より活性化が可能となるから。

• 交通が枚方市駅に集中しているため、市民のための市役所は駅前に
あったほうが便利で良い。

• 現状の市役所や周辺の出先機関の機能。
• 親しみやすい市役所、充実した図書館、福祉のプロによる相談窓口

⑦学びを深め、市民活
動を支える場所

• 年をとっても学べる環境がほしい。
• これからの老後長すぎだから勉強できるところがほしい。

• 大学
• 人が集まるスペース、部屋等

⑧その他
• ①〜⑧のどれかではなく、バランスよく配置することで多様な意見を反

映できる。

選択理由・具体的な施設（要約）



【設問３】まちづくりで重要だと思うこと（上位３つ順位付け）

■傾向
・「災害への強さ」「スピード」「アク
セス性」 の重要度が高い 
・一方、「財政負担」の重要度は低
い
・概ね市民アンケート結果（6月実
施）と同様の結果となった。
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①新しい市役所を含

め駅周辺のまちづく

りが早く進むこと

②駅からアクセスの

良い場所に市役所が

あること

③災害に強く、しなや

かに対応できるまち

であること

④駅周辺に人が集

い、にぎわいや活気

が広がること

⑤市が負担するお金

が少ないこと

⑥その他

問2: 重要なもの合計（1番目：3点,2番目：2点,3番目：1

点）



【設問３】まちづくりで重要だと思うこと（上位３つ順位付け）
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選択肢 主な選んだ理由（要約）

①新しい市役所を含め
駅周辺のまちづくりが
早く進むこと

• 市役所の老朽化、建設資材等の高騰、災害時の機能維持への不安から、早期の建て替えが必要。

• 長年議論が続いていることや計画の遅れに不満があり、スピード感のある決断と実行をすべき。

②駅からアクセスの良
い場所に市役所がある
こと

• 高齢者や障がい者を含むすべての市民が、公共交通機関で安全かつ容易にアクセスできるのが良い。

• 1日10万人が利用する駅前の他市からの玄関口という特性を活かし、市有地や市役所を維持することが必要。

• 駅前が商業施設ばかりになると枚方らしさが失われるため、現在の市有地での建て替えが合理的。

③災害に強く、しなや
かに対応できるまちで
あること

• 異常気象や自然災害への不安が高まる中、災害に強いまちづくりがされれば、安心して住めるから。

• 駅周辺は浸水や液状化のリスクがあるため、DXの時代の中、駅前にこだわらずより安全な場所を拠点にすべき。

• 災害時の迅速な対応に加え、高齢者等にも配慮したWeb中心ではない多様な情報発信が必要。

④駅周辺に人が集い、
にぎわいや活気が広が
ること

• 駅周辺は市の顔であり、多様な人が集まり活気が生まれることで、他市からも訪れたい・住みたいと思われる街になる。

• 人が集まり、にぎわいを生み出すことが、中心市街地や経済全体の活性化につながる。

⑤市が負担するお金が
少ないこと

• 今後の災害対策や少子高齢化による税収減を見据え、身の丈に合ったものをつくり、管理コストや市民への負担を最小限に抑
えるべき。

• 国からの補助金や民間投資を積極的に活用することで、市の財政負担を減らしながら開発を進めるべき。

• 枚方市駅前だけでなく、他の駅の周辺整備や福祉など市民生活全般にも税金を使う必要があるため。

⑥その他

• 順位付けだけでなくすべての要素を兼ね備えた計画が必要であり、原点に立ち返り考えを整理すべき。

• 駅近にこだわるよりも、オンライン手続きなど市役所に行かなくても済むサービスの充実を進めるべき。

• 市役所の位置は、毎日通勤し働く職員がふさわしいと選んだ場所が妥当。様々な立場の方が協力しまちづくりのスピードと質
を高めることが必要。

選択理由（要約）
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【設問４】枚方市駅南側のまちづくりに関する自由意見

枚方市駅南側のまちづくりについての意見（要旨）

• 市役所の老朽化や災害への不安から、長引く議論を終わらせ、スピード感を持って計画を決定・着工すべき。

• タワーマンションについては、将来の地権者問題や需要減少の懸念があるため、市有地を安易に売却することは避けるべき。

• 市役所は執務スペースが主であり市民が自由に使える部分は限られるため、商業施設等を中心とした方が自由に歩ける空間が
増える。

• 岡東中央公園を合同庁舎とし、④街区に民間活力、⑤街区に住居・公園を配置するなど、折衷案も検討してはどうか。

• 市役所が駅から離れても近隣他市と同程度以内の距離に収まるため、客観的な比較を用いた説明を行うなど、市民への詳細な
情報発信をしてはどうか。

• なぜ位置条例が通らないのか、具体的に何ができるのかといった情報発信が不足しており、市民に対する明確な説明をしてほし
い。

• 青空と緑が調和する空間の維持や、車椅子や高齢者でも安全に移動できる道路の拡幅、電柱の地下化といったインフラ整備が必
要。

• 高齢者や障がい者の負担を考慮し、市役所は駅から歩いてアクセスしやすい場所（現在地周辺）に建て替えてほしい。

• 立派な建物に巨額の費用をかけるのではなく、身の丈に合ったコンパクトな市役所とし、各支所の機能充実を図るべき。

• 災害が発生した際に市役所が被災して機能不全に陥ることがないよう、早期に建て替えを進めるべき。

• 市役所周辺は土日祝日に閑散とするため、公園だけでなく休日も人が集まる商業施設や住宅などをバランスよく配置すべき。

• 周辺都市に比べて魅力が乏しいため、大阪駅周辺のように緑やカフェがあり、歩いていてワクワクするような街になってほしい。



インターネットアンケート

8


	表紙
	スライド 0

	調査概要
	スライド 1

	不参加理由
	スライド 2

	集計結果：問２
	スライド 3
	スライド 4

	集計結果：問３
	スライド 5
	スライド 6

	自由記述
	スライド 7

	アンケート
	スライド 8


